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研究開発課題

高度情報社会，少子高齢社会，グ

ローバル社会の時代に求められる資

質・能力（アビリティ）をバランス

よく総合的に身に付け，「持続可能

な社会を創造し，自己を確立できる

生徒」を育成する教育課程及び指導

方法の研究開発



これからの社会に必要な人材

◦これからの社会に適応するだけでなく，

これからの社会を創り上げる人材

◦人としての在り方を重視し，

歩むべき正しい道を自ら切り拓く人材

持続可能な社会を創造し，
自己を確立できる生徒の育成

１-⑴ 研究主題



持続可能な社会を創造し，
自己を確立できる生徒の育成

１-⑴ 研究主題

研究主題で目指す生徒＝



１-⑵ アビリティと『スキル』



相互理解

互恵行動 協働創造

１-⑵ アビリティと『スキル』

目標設定

手段構築

準備試行

渉外調整

役割遂行

礼儀作法

情報発信

即応思考

情報整理

情報収集

思考収束

比較検討

思考拡散



目標は，アビリティを育成すること

⑧
⑨
⑩

⑤
⑥
⑦

①
②
③
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185
時間

175
時間

140
時間

500
時間

ステージのテーマ

向上を目指す主な『スキル』

２-⑴ グローバル人材育成科



２-⑴ グローバル人材育成科

自ら設定する

アビリティ

『スキル』



２-⑴ グローバル人材育成科



新たな
ステージの
概要を知る

新しい知識
や方法を
習得する

ステージの
自己評価を

行う

仲間と
話し合う
実践する

２-⑴ グローバル人材育成科



２-⑵ 各教科

学習前の生徒

教科の目標を達成した生徒



グローバル人材
アビリティをあらゆる場面で発揮する生徒

グローバル
人材育成科

各教科

２-⑶ グローバル人材育成科と各教科の関係



３-⑴ グローバル人材育成科

中心となるコンテンツ 向上を目指す主な『スキル』

未来へつなぐシンポジウム

文化祭

文化祭企画コンペ

文化祭

観桜会おもてなしプロジェクト

本町商店街プロジェクト（文化祭）

ドキドキキャンプ①②

観桜会おもてなしプロジェクト観察

Presentation in English②
修学旅行

Presentation in English①
サバイバルキャンプ



３-⑴ グローバル人材育成科

＜第２年次＞
• Ｓ目標を自ら設定することで，ステージ
の学びや『スキル』への関心が深まって
いる。

＜第３年次＞
• 評価ツールのルーブリックが，学びのガ
イドラインとしても機能している。



３-⑴ グローバル人材育成科

＜第４年次に向けた課題＞
• ルーブリックやポートフォリオを作成す
る際，『スキル』の自覚が足りないうち
は記述や記録の内容が不十分で，期待さ
れるような生徒の変容が見られないこと
がある。

＜第４年次＞
• ステージガイダンスや自己評価における
具体的なモデルの提示



３-⑴ グローバル人材育成科

［情２ 情報整理］例えば，

みんなでインタビューして
きた内容をまとめるとき，
どんな視点で共通点などを
整理するとよいかな…



３-⑴ グローバル人材育成科

相手に目と体を向けて
メモを取りながら
取材する生徒

色分けをしながら
ホワイトボードに
考えをまとめる生徒



３-⑴ グローバル人材育成科



３-⑴ グローバル人材育成科

それぞれの
立場で
発揮した
『スキル』
を自覚

比較検討や思考拡散ができ
た。自分の案と比較させた
り，コラボができそうだな
と考えられたりした。

自分の発表が終わった後，
質問があってそれについて
詳しくは考えていなかった
が，「即応思考」を使って
時間をかけずに答えること
ができたと思う。



Ｓ
目
標

［代２ 比較検討］
たくさんのアイデアの中から，課題を見る
上で必要となる視点を考えて，そこから比
較して効果的な案を選び，それを自分の企
画と比較したりよりよいものにしたりでき
る。

自
己
評
価

文化祭の企画を学級で10企画にする場面で，
学級で決めた５つの視点から客観的に見る
ことができた。また，同じような企画が
あったときに，企画のメリット・デメリッ
トを考えて，よりよい案を選んだり，２つ
の要素を合体して１つの企画にできないか
考えたりすることができた。

３-⑴ グローバル人材育成科



３-⑵ 各教科

＜第２年次＞
• 新しい学習活動を設定しなくても，各教
科の学習活動は，アビリティと関連があ
る。

＜第３年次＞
• アビリティの育成を視点に授業改善を行
うことで，教科の目標により迫ることが
できる。



３-⑵ 各教科

＜第４年次に向けた課題＞
• グローバル人材育成科と同様に，授業で
発揮した『スキル』の自覚が足りないう
ちは，期待されるような生徒の姿が見ら
れないことがある。

＜第４年次＞
• 学習活動において『スキル』を発揮した
姿とその姿に迫る手立ての見直し

• 『スキル』マグネットの活用



３-⑵ 各教科



３-⑵ 各教科

◇分担されたソネットにつ
いて，各自が予想したこ
とをグループで伝え合い
音楽の諸要素の変化を整
理する。

◦生徒の思考が整理しやす
くなるよう，音楽の諸要
素の中の，速度，音色，
音域の３つに絞る。

速度，音色，音域ごと
に意見を出し合い，グ
ループで考えを分類し
たり整理したりする。

◦生徒の話合いの様子を見ながら，
グループ内の考えを要素ごとに整
理し，そう考えた根拠をメモする
などホワイトボードの活用を促す。

◦予想の根拠を意識できるよう，必
要に応じて「音楽カルテ」の活用
を図る。

◦イメージをもちやすくするために，
順番に課題を示す仕組みを取り入
れたワークシートを用意する。



年期
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３-⑵ 各教科



年期

３
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１

３
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３-⑵ 各教科



３-⑵ 各教科

向上を目指す『スキル』

を教師があらかじめ提示

実際に発揮した『スキル』

を教師がみとって提示



各学年のパフォーマンス課題

３-⑶ パフォーマンステスト

＜１年生＞
長野市内の小学校に，魅力的な「上越地域を巡る

修学旅行」を考え，発表する

＜２年生＞
国民の防災意識を高める「防災パンフレットコン

テスト」に応募する内容とキャッチコピーを考え，
発表する

＜３年生＞
中学生対象の「起業コンペ」に応募するプレゼン

テーションを作成し，発表する



パフォーマンスＢ
実践

６月・２月

同一課題の２種類のパフォーマンステスト

パフォーマンスＡ
筆答（行動計画）
７月・12月

『スキル』の状況把握
↓

アビリティが育成されているかどうか分析

３-⑶ パフォーマンステスト

パフォーマンス

研究主題に対する
教育課程の有効性
の評価の一部

アビリティを
あらゆる場面で
発揮できるか

パフォーマンス

アビリティ育成の
素地となる

『スキル』の評価

『スキル』が
どの程度

定着しているか



＜第３年次＞
• 紙上の構想では発揮されなかった『スキ
ル』が，実際の行動場面で発揮されるこ
とがある。

＜第２年次＞
• パフォーマンステストＡでは，７月と
12月の比較で『スキル』の出現が増加
した。

３-⑶ パフォーマンステスト



＜第４年次に向けた課題＞
• どのような経緯で『スキル』の発揮につ
ながったのかを詳細にするには，抽出生
徒へのインタビューなど追跡調査を行う
必要がある。

＜第４年次＞
• 抽出生徒へのインタビューの実施

３-⑶ パフォーマンステスト



Ａ．順序立てて話す［手段構築］
相手の返答を受けて話す［即応思考］
明るい声で敬語で話す［礼儀作法］

を発揮できた。

３-⑶ パフォーマンステスト

Ｑ．訪問のアポイントをとる電話の際，
発揮した『スキル』は何だと思うか。



３-⑶ パフォーマンステスト

Ｑ．『スキル』を発揮したことが，どのよ
うな成果につながったと思うか。

Ａ．（順序立てて話すことで）
スムーズに交渉が進んだ。
（明るい声で敬語で話すことで）
相手に悪い印象を与えず，
（相手の返答を受けて話すことで）
やりとりから最良の方法で交渉ができ
た。



４-⑴ 本研究に対する評価

グローバル人材

アビリティをあらゆる場面で発揮する生徒

２ 持続可能な社会に関する筆答検査

１ パフォーマンステスト

３ 生徒，保護者に対するアンケート等



グローバル人材

アビリティをあらゆる場面で発揮する生徒

生徒がアビリティをあらゆる場面で

発揮できるようになっているか

４-⑴ 本研究に対する評価

２ 持続可能な社会に関する筆答検査

１ パフォーマンステスト

３ 生徒，保護者に対するアンケート等

グローバル人材育成科や各教科の学習

を通して『スキル』が向上したという

自覚があり，あらゆる場面で課題や活

動に応じてアビリティを発揮できるよ

うになった



４-⑵ パフォーマンステスト
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４-⑵ パフォーマンステスト
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４-⑵ パフォーマンステスト

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

渉外調整 ◎ ○

準備試行 ◎ ◎ ◎ ○ ○

役割遂行 ◎ ◎

相互理解 ◎ ◎

即応思考 ◎ ◎ ◎ ○ ○

情報発信 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

礼儀作法 ◎ ◎

協働創造

互恵行動 ◎ ◎
○は１回以上『スキル』が発揮されたと判断できたもの，

◎はテストＢで新たに発揮されたものを表す



Ａ．４月の「観桜会おもてなし」で，１日
目に雨が降ったとき，想定がなく思う

ように活動でき
なかったから，
最初から雨天時
の想定をしよう
と思った。

４-⑵ パフォーマンステスト

Ｑ．（上越地域での修学旅行コースをプレ
ゼンするという課題で）雨天案まで考
えたことについて。



４-⑵ パフォーマンステスト

Ａ．ホワイトボードやタブレット端末を組
み合わせて使うことで，たくさんの意
見を比べたりまとめたりできたので，

［情報整理］や
［比較検討］を
発揮したと思う。

Ｑ．活動を通して一番発揮した『スキル』
は何だと思うか。



４-⑵ パフォーマンステスト

Ｑ．これまでの学びのどの経験が役立って
いるか。

Ａ．国語，数学，理科の授業でのホワイト
ボードの使い方が参考になった。
（国語）登場人物の心情や特徴をＰＭＩや
ベン図を使って比較したり，（数学）図形
の各部に数値をメモしたり，（理科）化学
反応式に関係する原子を
モデルで表したり，

書き出すことで「何が
重要か」よく見える。



グローバル人材

アビリティをあらゆる場面で発揮する生徒

４-⑶ 今後に向けて

グローバル人材育成科や各教科の学習

を通して『スキル』が向上したという

自覚があり，あらゆる場面で課題や活

動に応じてアビリティを発揮できるよ

うになった



グローバル人材育成科や各教科の学習

を通して『スキル』が向上したという

自覚があり，あらゆる場面で課題や活

動に応じてアビリティを発揮できるよ

うになった

４-⑶ 今後に向けて

実社会では，アビリティを発揮し

自ら課題や価値を見いだしていく

『スキル』を視点とした

アビリティのみとりを，

学びに向かう力を高めるための

評価につなげることを目指す



ご清聴ありがとうございました


